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　ことばは変化しています。いわゆる

「規範文法」から逸脱し、「ら抜き表

現」のように定着してゆくことがあり

ますが、文

法が乱れる

のでしょうか。「ら抜き表現」に関し

ては、むしろ日本語文法を体系化（「可

能」は全て「れ」で統一的に表す）し

ていることが知られています。ことば

の変化には経済性や規則性があるので

す。

　規範文法では、形容詞や動詞を修飾

するのは副詞ですが、最近は（若者を

中心に）次のような発話を頻繁に耳に

します。⑴その映画はすごいいい。

⑴では副詞「すごく」の代わりに形

容詞形「すごい」が使われています。興

味深いことに、英語（主にアメリカ英

語）でも同じようなことが起こってき

ています。⑵The movie’s real good.

⑵では副詞reallyの代わりに形容詞

形realが使われています。

　どんな形容詞でもこのように使える

かというとそうではありません。⑶*

その問題は等しい重要だ（*は当該言

語で容認されないことを表す）。⑶で

は形容詞「等しい」ではなく、副詞

「等しく」を使わなければなりませ

ん。⑷*The issue is equal important.

同様に、⑷でも形容詞equalではな

く、副詞equallyを使わなければなり

ません。

　なぜ「すごい」やrealは副詞的に使

えるのでし

ょう。同様

に使えるものとしては、「えらい（副

詞形は、えらく）」やawful（副詞形は

awfully）があります。何か規則性が

見えてきませんか。

　外国語を学ぶ際には、新用法の裏に

は往々にして法則性があることを知っ

ておくとよいでしょう。実際に人々が

使っている「すごいリアルな文法」を

意識してみてください。

 （言語学〈比較統語論〉）
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すごいリアルな文法

短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホームページで。

中村　政徳
国際コミュニケーション学部教授

　
専
修
大
学
社
会
知
性
開
発
研
究

セ
ン
タ
ー
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ラ
オ
ス
国
内
に
お
け
る
簿
記
教

育
の
発
展
・
普
及
｜
｜
ラ
オ
ス

に
お
け
る
簿
記
テ
キ
ス
ト
の
開

発
と
簿
記
検
定
試
験
の
実
施
支

援
｜
｜
」
は
２
０
１
９
年
10
月
１

日
に
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
研
究

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
20
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
ラ
オ
ス
に
渡

航
で
き
ず
、
現
地
で
の
簿
記
講
習

会
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
が
実
施

で
き
な
い
困
難
な
状
況
が
続
い
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
制
限
さ
れ
た

中
で
、
21
年
１
月
に
ラ
オ
ス
語
に

よ
る
簿
記
初
級
テ
キ
ス
ト
冊
子
資

料
と
こ
れ
を
ラ
オ
ス
語
で
講
義
・

説
明
し
た
動
画
を
作
成
し
た
。
今

後
、
ラ
オ
ス
で
の
簿
記
講
習
会
や

簿
記
検
定
試
験
の
実
施
に
向
け
た

取
り
組
み
の
中
で
活
用
さ
れ
る
と

と
も
に
、
ラ
オ
ス
で
簿
記
テ
キ
ス

ト
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
専
修
大
学
、
専
修
大
学
会
計
学

研
究
所
、
ラ
オ
ス
国
立
大
学
、
ラ

オ
ス
国
立
大
学
経
済
経
営
学
部
、

川
崎
商
工
会
議
所
お
よ
び
ラ
オ
ス

商
工
会
議
所
と
の
間
に
、「
ラ
オ
ス

国
内
に
お
け
る
簿
記
教
育
の
発
展

・
普
及
に
係
る
協
力
協
定
」
が
締

結
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
協
力
協
定
の
教
育
・
研

究
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
担
う
も
の
で

あ
る
。
残
念
な
が
ら
20
年
度
は
ラ

オ
ス
国
立
大
学
の
客
員
教
授
の
来

日
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
が
、
ラ

オ
ス
か
ら
英
語
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
実
施
す
る
な
ど
専
修
大

学
の
学
生
と
も
新
し
い
教
育
交
流

が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
公
益
財
団
法
人
山
田
長

満
奨
学
会
や
日
本
・
ラ
オ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
募
金
「
ラ
オ
ス
国

内
の
財
政
基
盤
の
構
築
、
簿
記
教

育
の
発
展
・
普
及
」
の
支
援
を
は

じ
め
、
専
修
大
学
経
営
研
究
所
の

研
究
助
成
を
受
け
て
い
る
。
こ
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
専
修
大

学
の
社
会
知
性
の
開
発
や
グ
ロ
ー

バ
ル
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
翼
で
あ

り
、
ラ
オ
ス
と
日
本
と
の
国
際
交

流
を
深
化
さ
せ
る
も
の
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

が
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

の
制
作
環
境
を
整
え
、
長
年

に
わ
た
り
学
生
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
し
て
、
総

務
省
関
東
総
合
通
信
局
の

「
関
東
総
合
通
信
局
長
賞
」

を
受
賞
し
た
。

　
３
月
30
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
授
与
式
が
行
わ
れ
、

松
永
賢
次
学
部
長
に
賞
状
が

手
渡
さ
れ
た
。
松
永
学
部
長

は
「
今
回
の
受
賞
は
学
生
に

と
っ
て
励
み
に
な
る
」
と
笑

顔
で
話
し
た
。

　
受
賞
理
由
の
一
つ
は
地
域

に
根
差
し
た
作
品
づ
く
り
。

同
学
部
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
前
メ

デ
ィ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）
応

用
演
習
で
、
川
崎
市
多
摩
区

な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
紹
介

す
る
動
画
を
作
成
。「
か
な

が
わ
市
民
映
像
祭
」
の
わ
が

ま
ち
Ｃ
Ｍ
部
門
な
ど
に
応
募

し
、作
品
を
発
表
し
て
き
た
。

　
応
用
演
習
を
担
当
す
る
藤

原
正
仁
准
教
授
は
「
引
き
続

き
映
像
制
作
教
育
の
向
上
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域

の
発
展
に
も
寄
与
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　
人
文
科
学
研
究
所
の
公
開

講
演
会
「
１
５
２
１
｜
｜

『
メ
キ
シ
コ
征
服
』
再
考
」

が
２
月
26
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
た
。
１
５
２
１

年
に
ス
ペ
イ
ン
人
の
コ
ル
テ

ス
に
よ
り
メ
キ
シ
コ
が
征
服

さ
れ
て
５
０
０
年
の
今
年
、

そ
の
歴
史
的
意
義
や
現
在
に

至
る
ま
で
の
影
響
を
多
角
的

に
検
証
し
た
。

　
考
古
学
、
歴
史
学
、
文
化

人
類
学
な
ど
の
メ
キ
シ
コ
研

究
者
６
人
が
講
演
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。

　
井
上
幸
孝
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
（
メ

キ
シ
コ
史
）
が
「『
メ
キ
シ

コ
征
服
』
の
歴
史
的
意
義
」

と
題
し
て
講
演
。
征
服
戦
争

に
は
、
そ
れ
以
前
に
ス
ペ
イ

ン
人
に
味
方
し
た
多
く
の
先

住
民
も
加
わ
り
、
ア
ス
テ
カ

王
国
の
覇
権
都
市
を
陥
落
さ

せ
た
。「
先
住
民
は
敗
者
で

は
な
く
、
大
多
数
は
勝
者
側

だ
っ
た
。
西
洋
の
歴
史
か
ら

見
れ
ば
『
１
５
２
１
年
メ
キ

シ
コ
征
服
』
は
意
義
あ
る
も

の
だ
が
、
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
史

で
は
一
都
市
の
陥
落
に
過
ぎ

な
い
」
と
述
べ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
小
林
貴
徳
国
際
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
准
教

授
（
文
化
人
類
学
）
が
現
代

メ
キ
シ
コ
南
部
の
先
住
民
族

に
つ
い
て
語
っ
た
。

と
と
も
に

と
も
に

地域地域
社
会
貢
献
活
動

　
専
修
大
学
が
東
京
神
田
神

保
町
映
画
祭
に
協
力
し
、
３

月
13
日
、
神
田
10
号
館
（
１

４
０
年
記
念
館
）
黒
門
ホ
ー

ル
で
上
映
会
を
開
催
し
た
。

　
映
画
祭
は
、
映
画
を
通
し

た
地
域
交
流
、
自
主
映
画
の

魅
力
発
信
な
ど
を
目
的
に
、

作
品
上
映
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
て
い
る
。
今
回

は
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
の
授

賞
式
と
、
東
日
本
大
震
災
を

テ
ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
『
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

生
き
て
ゆ
く
』
の
上
映
お
よ

び
笠
井
千
晶
監
督
の
ト
ー
ク

ラ
イ
ブ
を
行
っ
た
。

　
運
営
に
は
商
学
部
・
渡
辺

達
朗
ゼ
ミ
生
も
参
加
し
、
宣

伝
活
動
の
ほ
か
、
当
日
の
会

場
設
営
や
案
内
な
ど
を
担
っ

た
。
渡
辺
教
授
は
「
こ
れ
か

ら
も
地
域
と
連
携
し
た
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
話
し
た

写
真
。

　
佐
々
木
重
人
学
長
は
「
黒

門
ホ
ー
ル
は
地
域
の
方
に
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え

て
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
。
今

後
も
活
用
し
て
ほ
し
い
。
大

学
と
し
て
も
地
域
の
活
性

化
、
文
化
の
発
信
に
協
力
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

メキシコ征服の意義
６人の研究者が検証

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10

年
。
津
波
で
亡
く
な
っ
た
本

学
卒
業
生
の
田
村
健
太
さ
ん

（
平
20
法
）
の
遺
志
を
語
り

継
ぐ
た
め
、
ご
両
親
の
孝
行

さ
ん
、
弘
美
さ
ん
が
一
般
社

団
法
人
「
健
太
い
の
ち
の
教

室
」
を
設
立
。
そ
れ
を
記
念

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
い
の
ち
を
大
切
に

す
る
安
全
な
社
会
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
」

（
専
修
大
学
法
学
研

究
所
、
同
法
社
会
学

ゼ
ミ
、
健
太
い
の
ち

の
教
室
主
催
）
が
３

月
６
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
か
れ
た
。

　
ご
両
親
は
、
事
故

防
止
と
い
の
ち
の
大

切
さ
を
伝
え
る
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
紹

介
。ま
た
、事
故
の
遺

族
、弁
護
士
、学
者
な

ど
20
人
以
上
が
登
場

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
２
０
２
０
年
度
学
部
長
賞

に
杉
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
選

ば
れ
、
３
月
30
日
、
松
永
賢

次
学
部
長
か
ら
表
彰
状
が
贈

ら
れ
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
次
の
９
人

（
全
員
４
年
次
）。
田
辺
湖

花
さ
ん
▽
髙
橋
健
留
さ
ん
▽

石
井
飛
鳥
さ
ん
▽
大
泉
奈
々

さ
ん
▽
川
嵜
悠
介
さ
ん
▽
小

林
夢
希
乃
さ
ん
▽
後
藤
麗
凪

さ
ん
▽
瀬
川
竜
也
さ
ん
▽
高

濱
由
貴
江
さ
ん

　
９
人
は
２
０
２
０
年
度
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
で
、
杉

田
こ
の
み
講
師
の
指
導
の
も

と
、
自
然
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ

「
い
ろ
色
！
〜
自
然
た
ん
け

ん
隊
〜
」
を
作
製
。
専
修
大

学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
０
の
ア
ク

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
で

学
長
賞
を
獲
得
し
た
。

　
授
与
式
は
２
年
次

生
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
中

で
行
わ
れ
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の

田
辺
さ
ん
は
「
演
習

な
ど
で
の
専
門
的
な

学
び
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
生
き
て
く
る
。

し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
後
輩

に
語
り
か
け
た
。

　
人
間
科
学
部
社
会
学
科
の

新
入
生
歓
迎
行
事
が
４
月
７

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ

っ
た
。
２
〜
４
年
次
生
が
新

入
生
に
向
け
て
、
講
義
や
ゼ

ミ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
キ

ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
つ
い
て

説
明
し
た

写
真
。

　
社
会
学
科
で
は
毎
年
、
上

級
生
に
よ
る
学
生
生
活
案
内

と
、
懇
親
・
交
流
会
の
２
部

構
成
で
歓
迎
行
事
を
実
施
し

て
い
る
が
、
昨
年
度
は
全
て

中
止
。
今
年
度
は
1

部
の
み
の
開
催
と
な

っ
た
。

　
秋
吉
美
都
学
科
長

が
「
大
学
で
は
知
識

を
総
合
し
て
、
物
事

の
境
界
線
を
自
分
で

動
か
し
て
み
る
こ
と

が
大
事
に
な
る
」
と

述
べ
、
各
教
員
も

「
失
敗
を
恐
れ
ず
挑

戦
し
て
」「
学
び
を
楽

し
ん
で
」
と
語
り
掛
け
た
。

　
社
会
学
科
の
学
生
有
志
19

人
が
単
位
や
時
間
割
の
組
み

方
、ゼ
ミ
の
流
れ
、オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
で
使
用
す
る
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ

Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｒ
ｏ

ｏ
ｍ
の
使
い
方
な
ど
を
、
軽

快
な
口
調
で
解
説
。
サ
ー
ク

ル
の
魅
力
や
国
際
交
流
、
資

格
取
得
な
ど
も
紹
介
し
、
充

実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
。

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

安
全
な
社
会
を
作
る
た
め
の

実
践
例
な
ど
を
語
っ
た
。

ラオス語による解説動画

神
保
町
映
画
祭
に
協
力

黒
門
ホ
ー
ル
で
上
映
会

「
安
全
な
社
会
」へ

実
践
例
を
報
告

人文科学研 公開講演会

法
学
研

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

宮
城
県
女
川
町
と
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を

つ
な
い
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

社会学科 新入生歓迎会を開催

20
年
度
学
部
長
賞
に

杉
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表

国
田

清
志
商
学
部
教
授

受賞を喜ぶ松永学部長（中央）と指導教員ら

ネ
ッ
ト
情
報

松永学部長から賞状を

受け取る田辺さん（左）

初
級
テ
キ
ス
ト
と
解
説
動
画
が
完
成

寄

稿 ラ
オ
ス
簿
記
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ネットワーク情報学部にネットワーク情報学部に

「関東総合通信局長賞」「関東総合通信局長賞」


